
 

○ 委員長報告 

 ９月定例本会議で報告された総務企画国体委員長報告は、以下のとおりです。 

 

平成２７年９月定例会 

 

 

総務企画国体委員長報告 

 

報告いたします。 

当委員会に付託されました議案の審査結果は、お手元に配付されております

委員会審査報告書のとおりでありまして、原案のとおり可決決定されました。 

以下、審査の過程において論議された主な事項について、その概要を申し上

げます。 

まず第１点は、第一別館耐震化における免震装置の取替工事についてであり

ます。 

このことについて一部の委員から、第一別館耐震化における免震装置取替え

のその後の状況はどのようになっているのか。 

また、取替えに当たっては、東洋ゴム工業が 100％の負担で行うのかとただ

したのであります。 

これに対し理事者から、県では不正が発覚した当初から免震装置の早期改修

を東洋ゴム工業に申し入れているが、同社では現時点で免震装置の製造は全く

見通しが立っていない。 

このため、第一別館耐震改修工事の設計・監理事務所及び施工業者から、一

部規格差があるものの、ブリヂストン社製の免震装置に代替可能との報告があ

ったことから、その方向で検討している。 

免震装置の納入には約８カ月を要することから、免震装置の製造を先行させ

ることとし、取り替える免震装置の概算額を東洋ゴム工業で負担することにつ

いて確認もとれたことから、近々、施工業者からブリヂストン社へ発注するこ

ととしている。 

負担の関係については、県に全く落ち度がないことから、すべて東洋ゴム工

業の負担で行うとともに、地下の売店、食堂の営業補償も確約させている旨の

答弁がありました。 

第２点は、アクティブシニア活躍促進検討費についてであります｡ 

このことについて一部の委員から、アメリカのＣＣＲＣや日本版ＣＣＲＣと

愛媛型ＣＣＲＣの違いはどうか。 

また、都会の人に来てもらうために、愛媛をどのようにアピールしていくの

かとただしたのであります。 

これに対し理事者から、アメリカのＣＣＲＣは、都市開発的な要素を持ち、



高齢者用の住居を整備し、医療・介護サービスを一体的に提供するもので、日

本版ＣＣＲＣは、国の有識者会議で検討が進められている段階であるが、先進

事例として、首都圏の高齢者が、サービス付き高齢者住宅に住み、元気な間は

菓子や保存食づくりなどを行い、ケアが必要になると当該施設の中で介護サー

ビスを受ける栃木県の「ゆいま～る那須」などの事例がある。 

愛媛型ＣＣＲＣは、日本版ＣＣＲＣより一歩踏み込み、移住してきた元気な

高齢者に起業・就業していただき、地域の担い手として貢献してもらうスキー

ムを考えている。 

首都圏から遠く離れた本県としては、高齢者移住の大きなターゲットは愛媛

県出身者であるが、首都圏に住む高齢者の移住ニーズをしっかり分析し、高齢

者に訴求力があるものを洗い出すなど、戦略を練っていきたい旨の答弁があり

ました。 

第３点は、えひめ国体・えひめ大会のボランティアについてであります｡ 

このことについて一部の委員から、えひめ国体におけるボランティアはどれ

くらいの人数が必要なのか。 

また、心のこもったおもてなしをするためには、多くの県民のボランティア

による協力が重要であるが、具体的な取り組み状況はどうかとただしたのであ

ります。 

これに対し理事者から、国体・全国障害者スポーツ大会におけるボランティ

アは、過去の開催県いずれもほぼ同程度の人数を募集しており、本県において

も、「運営ボランティア」は、国体の開・閉会式で 1,700 人、障害者スポーツ

大会で 3,600人を募集し、各競技会を運営する市町では 7,300人を募集してい

る。 

また、聴覚障害者に対する手話や筆談等を行う「情報支援ボランティア」は

600 人、全国障害者スポーツ大会で選手団の介助・誘導等を行う「選手団サポ

ートボランティア」は 800人を養成する見込みである。 

大会では、多くのボランティアの協力が必要不可欠であり、障害者団体やボ

ランティア団体などへの出前講座等を通じて、ボランティア活動への理解促進

に努めるとともに、今後は各種団体にも積極的に働きかけていきたい旨の答弁

がありました。 

このほか、 

・公共施設等総合管理計画 

・選挙権年齢の引下げ 

・愛媛県版「総合戦略」 

・四国への新幹線整備 

・成年種別の選手確保とターゲットエイジの活動状況 

などについても、論議があったことを付言いたします。 

最後に、請願について申し上げます。 

当委員会に付託されました請願２件については、いずれも願意を満たすこと

ができないとして、不採択と決定いたしました。 



以上で報告を終わります。 


